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華夷譯語丙種本 『韃靼譯語』におけるモンゴル語について

越智サユ リ

0.は じめ に

 中世モ ンゴルの口語 を記 した文献 としては、漢字音写文献、アラビア文字音

写文献、パスパ文字文献な どが存在す るが、このうち最も分量が多 く中世モ ン

ゴル語研究の中心となって いるのは漢字音写文献である。主な漢字音写文献 と

してはa歴 史書である 『元朝秘史 』1と 「華夷繹語」 と呼ばれ る一連の対訳語彙

集が挙げ られる。

 「華夷繹語」は明 ・清時代に編纂 された漢語と周辺諸言語の対 訳語彙集 の総

称であ り、,,,.(・: 57)に よれば編纂年代や体裁 によって甲 ・乙 ・丙 ・丁の4

種類に分類 され るとい う。 このうちモ ンゴル語が扱われているのは甲2・ 乙3・

丙の3種 であるが、 これ らにおける漢字音写の方法は同じで はない。丙種本は

他の2種 や 『元朝秘史 』とは異な り、実際にモンゴル語を話す必要のある通訳

官 の学習 のために書かれたと考 えられているため、他の文献よ りも実際の 口語

に近い音 を表 して いるのではないか と予想される。本稿では丙種本 『 靱鐸語』

における漢字音写の体系 を示 し、『 鞘課語』に表 されたモンゴル語 の特徴につ

いて述べる。

1.『 鞘 課語 』 につ い て

1.1体 裁

『犠靱課語』は華夷課語丙種本4の うちの漢語 ・モ ンゴル語対訳部分の名称で

i元 の太宗の12年(1240年)に モンゴル文字によって書かれたと伝え られているが、現存す

るのは14世 紀後半に漢字音写された形式のものである(小澤1994:190)。 補助記号を用い

るなどの精緻な音写方法をもつ。
2明 の洪武15年(1382年 〉に編纂されたもので対訳語彙集 と例文か らな る(栗林編2003:i)。

漢語と漢字音写されたモンゴル語のみで、モンゴル文字による文語表記はもたない。音写方

法は 『元朝秘史』のものに酷似している。
3明 の永楽5年(1407年)に 置かれた外国語文書の翻訳機関である四夷館(後 に清朝の四訳

館)に お いて編纂された一連のものを指す(栗林編2003:�)。 対訳語彙集 と例文か らな り、

漢語と漢字音写されたモンゴル語の他 にモンゴル文字による文語表記 をもつ。
4完 本は、朝鮮 ・琉球 ・日本 ・安南 ・占城 ・遙羅 ・ 鞘 ・畏兀児 ・西番 ・回回 ・満刺加 ・
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ある。丙種本は明 ・清時代に外国使 臣の接待 を行 つた会同館5で 館員の外 国語学

習のため に編纂された と考えられている(栗林編2003:i)。 体裁 は上段 に漢語、

下段に漢字音写 したモ ンゴル語 を配 したものであ り、モンゴル文字 による文語

表記や例文をもたない。総項 目959は 意味的に17の 部門に分類されてお り6、

その中には甲種本や乙種本に含 まれていない語 も多 く見 られ る。『 鞘課語 』の

書誌情報等 については石田(1931,1944)に 詳しい。

1.2異 本

 石 田(1944:53)に よれば、異本 としては 「静嘉堂文庫蔵本」(以下 「静嘉堂本」),

「徳島市光慶図書館蔵古阿波国文庫本」(以下r阿 波国文庫本J),「 故稲葉岩吉

博士蔵本およびその転写本」(以下 「稲葉氏本」),「 ハ ノイ極東 フランス学院蔵

本」(以下 「ハ ノイ本」)の4種 が存在するという。今回はハノイ本以外 の3種

を参照する ことができた7。「阿波国文庫本」 と 「稲葉氏本」は酷似 している8。

「静嘉堂本」は 「阿波国文庫本」「稲葉氏本」における飲食門の 「膏廉」か ら 「酸

酎」までの14項 目をもたず、また 「阿波国文庫本」「稲葉氏本」にはない項 目

を3つ 含 んでいるといつた違いがある9。

1.3音 写 に用いられた漢字音

 漢字音写 によって表 されたモンゴル語音を知るためには、まず音写 に用 いら

れた漢字の当時の発音を推定す る必要がある。本稿では、明の萬暦34年(1606

年)に 刊行 された徐行撰 「重訂司馬温公等韻図経」の再構音を利用す る。これは、

『 鞘繹語』と非常に類似 した音写方法をもつ華夷繹語丙種本 『畏兀児館繹語 』

を扱 った庄垣内(1983)の 方法に従つたものである。「重訂司馬温公等韻図経」か

ら再構される声母 と韻母は以下の通 りである10。

女直 ・百夷の13力 国語を含むと言われている(石田194442.43)。
5乙 種本が編纂 された四夷館 に翻字官が置かれていたのに対して、丙種本が編纂された会

同館 には通 訳官が置かれていたとい う(石田1944:41)。
6総 項目959は 「阿波国文庫本」「稲葉氏本」の956項 目に 「静嘉堂本」のみに見 られる3

項目を加えた数である。
7「阿波国文庫本」は京都大学文学部所蔵の写真を、「稲葉氏本」は京都大学文学部所蔵の

転写本を利用 した。
8冒 頭の部門名 「天文門」を 「天門文」とする誤記も 「阿波国文庫本」と 「稲葉氏本」に

共通して見 られ る。
9「静嘉堂本」のみに見 られ るのは 「熱」蛤刺温,「 萌藍」蛤把,「 下」朶刺 の3項 目であ
る。
io「重訂司馬温公等韻図経」 の再構音は陸(1947[1988])を 利用した。
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華夷鐸語丙種本 『縫鞄訳語』におけるモンゴル語にっいて

声母 P(蓄)ph(淺)

f(非)

m(明)

t(端) th(透>          k(見)kh(渓) ・(影)

ts(精)ts血(清)t訳 照)熔h(穿>

s(心)   §(審)  4稔)x(暁)

n(泥)

1(来)

韻 母 oηiηuηiuη (通摂)

ユ 1 iy ar (止 摂)

u iu (祝 摂)

al iai uai (蟹 摂)

ei  uei   (曇 摂)

au iau (効 摂)

oiouo (果 摂)

a  ia  ua   (イ段摂)

ε iε uε iuε  (拙 摂)

an in  u(a>n  iun  (至褻摂)

an IEII uan  iuEn  (山摂)

閃  iaη uaη (宕 摂)

au   iou    (流 摂i)

104モ ンゴル語の再構方法

 『 鞍課語 』に表 されたモンゴル語形式を再構す るために、 まず音写に用 い

られた漢字そのものの音 を上記の 「重訂司馬温公等韻 図経」か ら再構す る11。

例えば、「日」を意味す るモ ンゴル語は`納 藍 と音写 されているが、 これに対

してna lanと いう漢字音が再構 される。次に、この漢字音形式 と対応するモ ン

ゴル文語形式や現代諸方言 形式 を比較することによつて、漢字音写が表そ うと

したモ ンゴル語形式を推定する12。例えば、上記の漢字音形式na lanと 「日」

を意 味するモンゴル文語形式narenを 比較する。音写 に用 いられた漢語はran

とい う音連続をもたないため、類似 した音であるlanを 用いてモンゴル語のran

を表そ うとしていると考え られ る。 したが って、na lanが 音写 したモンゴル語

形式は/vaxan/と 再構できる13。

 漢字音形式 とモ ンゴル文語形式に大きなずれが見 られる場合は、『 朝繹語』

における漢字音写体 系全体 を考慮してモ ンゴル語形式が推定 される。例 えば、

「伴當」`那 可児'の 漢字音形式はnu。 kho arで あるが、モンゴル文語形式は

n��で ある。漢字音k㌔ はr 鞄課語 』全体においてk�� 表す ために用い

il「重訂司馬温公等韻図経」に存在 しない漢字の音は、「中原音韻」を基に再構 された近世

音 と現代北京音を参考 に推定 した。近世音、現代北京音は楊(1981),寧(1982),李 ・周編

(1998)を 利用 した。
12モ ンゴル文語形式、現代モンゴル諸方言形式はLessing(1960[19951) ,小 沢編(1994),孫
主編(1990)を 利用 した。
13以 下、〃 は再構形を表す。
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られ て い る ことか ら、 モ ンゴル語 形式 は/n��/と 再 構 で き る14。

 このような方法で再構 されたモンゴル語音が漢字音 とどのような音写 関係に

あるのかを2節 以下で見 る。

2.漢 字音写 によって表されるモンゴル語 の子音

2.1音 節初頭子音

 『 鞘繹語 』において、モ ンゴル語の音節初頭子音 は半母音を除 くすべてが

漢語 の声母 によつて表されている。

2.1.1阻 害 音

2.1.1.1両 唇 音

 モンゴル文語は両唇閉鎖音 としてbの み をもつ。『 鞍 澤語』において も両唇

閉鎖音はbで ある と仮定 したい0モ ンゴル文語 のbに 対応す る位置に現れる音

はほぼすべて講母p・ によつて音写されている(1)15。以下の例では 「漢語」,漢

字表記,漢 字音形式,!再 構 されたモ ンゴル語形式/,モ ンゴル文語形式(文)の 順

に挙げる。必要 に応 じて、甲種本漢字音写形式(甲),乙 種本文語形式(乙),現 代

諸方言形式な ども挙げる。

(1)「師傳」 担黒失 pua x$SL /b痒si/ (文)bagsi

「三 」 忽児班 xu ar paan /yurb痊/(文)yurb疣

 通常、漢字音写文献ではモンゴル語の有声閉鎖音 ・破擦音 を漢語の無気音声

母で表 し、無声閉鎖音 ・破擦音 を有気音声母で表 している。上記の例では基本

的 に無声音声母p・ が用いられているため、『 鞄繹語 』の両唇 閉鎖音を有声音

bと 再構す ることは妥当であると思われる。

2.1.12歯 茎 音

 モンゴル文語は無声と有声の歯茎閉鎖音t,dを もつ。『 鞄繹語 』においても

t,dの2音 をもつ と仮定 したい。『 靱繹語 』ではモンゴル文語 のtに 対応す る

音のほとんどが透母th.に よって表され(3)、 dに 対応す る音のほ とん どが端母

t・で表されてい る(4)16。漢語 の有気音はモンゴル語の無声音を表 し、無気音は

14現 代 モ ンゴル語(ハ ルハ方言)の 形式がn��で ある ことも再 構の手が か りとなる。

15湧 母Ph・ に よ って 表 され る例 も若干 存在す るが、条 件は決定 でき ない。

例:「 大 変」 阿 児ま自 'aar huai /arbail (文)arbai

l6 aの 前 に現れ るdは 透母th・で 表 され る ことが多 く例外 的で ある。用 い られ る漢字 は`塔'
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華夷鐸語丙種本 『 鞄訳語』におけるモンゴル語について

有声音を表す と考え られ るため、『 鞄繹語dに お いて透母th・ が表す音 をt,端

母t一 が表す音をdと 再構することは妥当であると思われ る。

(2)「載」塾額th2E'E/tefie/(文)tege          、

 「金 」 奄 壇 ・ien than /alfan/ (文)alt疣

(3)「 四 」 塞 児 班 tua ar puan ld�ben/ (文)d�ben

「腸 」 格 迭 孫ks t� su(a)n !gedes�! (文)gedes�

 モ ンゴル文語が もつ歯茎摩擦音は無声音sの みで ある。『 靱i澤語 』において

もsを もつと仮定 したい。モンゴル文語のSに 対応す る音はすべて心母s・ によ

つて表されている(4)。 心母S° は他の漢字音写文献 にお いても常にモ ンゴル語

のsを 表すために用 いられることから、『 範繹語 』で もsを 表 していると考え

る。

(4)「 蒜苗 」撞 林遽 sa lin sa/s疵ims痒/(文)s疵ims痒

「魚 」 只 蛤 遜 七訊xa su(a)n riyasun/(文)Y°jl�aSﾜri

 モ ンゴル文語は有声の歯茎摩擦音や破擦音をもたないが、 このような音 を表

す と考 え られ る例 が存在す る(5)。

(5)「筆」 兀租、・utsu l��!(文)髄g (乙)��

                      (畏17) 兀ゴ≦ au室量旦/��9/18

「葡 萄 」兀遵 °utsu{an /��/(文)麺 (乙)鵬U皿

                     (畏) 與 俊 eu tsiun/��/

「市 」 把 堕 児pua tsa ar /baz疵O(乙)basar (畏)把 雑 児pa tsa ar/baz疵/

 上 記 の例 で は精 母ts・ が現 代 モ ンゴル 文語 のvJと 対応 して い るが、 『 靱 課

語 』にお い てVJは 照母t§ ・によつて表 され る ことか ら、こ こで の精母ts・ がYJを

表 して い る とは考 え に くい。 これ らの語 はす べ て 丙種 本 『畏兀 児館 言睾語 』 にウ

イ グル 語 と して記 され て い る(庄 垣 内1983:142,125,113)。 そ こで の精 母 七s・が

ウイ グル 語 のZを 表 して いる ことか ら、上記 の 『 鞄 繹 語 』にお け る精 母ts・ は

ウイ グル 語 か らの借 用語 に現れ るZを 表 した可 能 性 が あ る19。 また、 この音 は

thaの み で あるが、 この場合 の`塔'は 他 の漢字音 写文献 にお ける`苔'taに 対 応 して い

る。例:「 嶺 」塁 把安 幽pua・an/daba丘anノ(文)dabayan(甲 〉萱 巴安t疳ua・an

   「似」阿塁里 ・a幽li/adalil (文)adali(甲)阿 萱里 ・a担li
17(畏)は 華夷繹語丙種本 『畏兀児館課語』におけるウイグル語の例を表す。

18/��/と いう形式は庄垣内正弘先生とのﾘ人 的談話 による。

19栗 林編(2003)で は甲種本に現れる精母ts一 を3で 転写している。『 鞄繹語』において
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乙種本の文語表記 における文字sと 対応するが、 この点もウイグル語のzと 一

致 して いる20。結論 としては、『 靱繹語 』において精母ts一 が表す音は、当時

の借用語 に存在 したzで あるとする。その後、借用語 がモ ンゴル語化するに従

ってzの 代わ りにモンゴル語の音韻体系に合 う」Jが用 い られ るよ うになったと

考えたい。

2.1.1.3後 部 歯 茎 音

 モンゴル文語 は無声 と有声の後部歯茎破擦音VYIC, Jを もっ。 r 鞍鐸語』にお い

て もC,YJの2音 をもつ と仮定 したい。『 鞄繹語 』ではモ ンゴル文語のCに 対

応す る音 は穿母t§h・ によって表され(6)、YJに 対応す る音はほぼすべて照母t§・

で表 されている(7)。他の漢字音写文献 において、反 り舌音声母 は基本的にモ ン

ゴル語の後部歯茎音を表すために用いられ る。また漢語の有気音はモンゴル語

の無声音 を表 し、無気音 は有声音を表す ことが多 いため、『 鞍繹語』において

穿母t§h・が表す音 をVC,照 母t§・が表す音 をVJと 再構す ることは妥当であると

思われる。

(6)「花」墨 雌 雌 rec駝/(文) veete g

 「芥」 乞墾 khi幽 /kici/(文)kici

(7)「 打 」宣 赤 麺t幽 迦 乙i!(文)v v・Lci

「蕎 」 失 刺 里 墓lg1, la li tsan !siraTjin/(文)siraT'in

 モ ンゴル文語は後部歯茎摩擦音vsを もつ。『 鞄繹語 』にお いてもvSを もつ

と仮定 したい。モ ンゴル文語のSに 対応す る音は審母 §・で音写 されている(8)。

他 の漢字音写文献において、反 り舌音声母は常にモ ンゴル語の後部歯茎音を表

すため、『 鞍 澤語 』で審母 §・が表す音をVSと 再構す ることは妥 当であると思

われる。

(8)「湯」豊連 sy lian /s�en/(文)s舁en

r平 」 土不里 thu pu鯉 /tubsin/(文)tubsin

2.1.1.4軟 口 蓋 音

 モ ンゴル文語 は無声と有声の軟口蓋 閉鎖音k,gを もつ。『 靱繹語』において

もk,gの2音 をもつ と仮定 したい。『 鞄繹語 』ではモンゴル文語のkに 対応

精母ts・ が表した音 も3で あつた可能性はある。もしくは破擦音dzで あつたかもしれな

い。
20元 朝時代のウイグル語草書体文字は文字Zを もたないため、Z音 を文字Sで 表記した。

この表記法がそのままモンゴル文語に取 り入れ られたため、精母ts一 が表すz音 が乙種本

のモンゴル文語における文字sと 対応 していると考え られ る。
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華夷鐸語丙種本 『 靱訳語』におけるモンゴル語について

す る音はほぼすべて渓母kh・ で表 され(9)21、 gに 対応す る音 は見母k一 によつて

表されている(10)。 漢語 の有気音はモ ンゴル語の無 声音 を表 し、無気音 は有声

音 を表すと考え られ るため、『 鞄謬語 』において渓母kh― が表す音 をk,見 母

k・が表す音 をgと 再構する ことは妥当であると思われる。

(9)「小鼓」塞 格児格k�e ar kE/幽gerge/(文)㎏ 垂ggerge

  「女 児 」 斡 裳 ・U。khil1!�in!(文)�in

(10)「 明 」 幽 延22婬1銭 ・iε11/gegeyen/(文)eegen

「全」 帖査 思 tie ku s1/teg墾s/(文)teg�

2.1.1.5後 部 軟 口蓋 音

 モ ンゴル文 語 は 無声 と有 声の後部 軟 口蓋音 をもつ 。慣習 的 に無 声音 はq,有 声

音 はXで 転 写 され る。『 鞍 繹語 』にお いて もq,Yの2音 を もつ と仮定 した い。

r輕 鞄鐸 語dで はモ ン ゴル 文語 のq,Yに 対応す る 音 は どち らも区別 され ず に暁

母X'で 表 され る ことが 多 い23(11,12)。

(11)「 雨」 忽 劇 xu la 1≦狸ra/(文)gura

  「鞘」 脱忽 tUO墨 /to≦狸/(文)to眼

(12)「ﾘ菜 」 諮諮 孫 狸 狸su(a)n /VOYOSUn/(文)YQYUSUn

「塔 」 速 不 児i窒 su pu ar x疣 /suburyan/(文)suburyan

 しか し、 閉鎖 音 声 母 によ つて表 されて いる例 も散見 され る。 そ の場 合 、 モ ン

ゴル 文語 のqに 対 応 す る音 には渓 母k恥 が,Yに 対 応す る音 には見 母k一 が用 い

られて い る(13,14)。

(13)「 竹」董 魯孫 khu lu su(a)n !鯉1usun/(文)qulusun

  「遠」圃羅 khuo luo/g�oノ(文)gola

(14)「 野難 」 d児 敷  ku aa・au /皿raauレ (文)yuryuul

「神鬼 」注 昆 赤 科 児 ・uad血 t§瓶khuo or/og un citk�/

                       (文)angyun cidk�

21雌 の前のkは 見母k・で表 されることもある。

例:「女胃」宣列干 ku lie kan/k�egenl(文)k�gen (秘〉宣舌列干

用いられる漢字は`古'kuの みであるが、 この用法は 『元朝秘史』でも頻繁に見 られる。

『元朝秘史』において`古'が 表すモンゴル語音については服部(1974)に 詳 しい。

22中 世の漢字音写文献 において`延'・iεnが どのようなモンゴル語音を表 したかについて

は異論がある0本 稿では斎藤(1992)を 参考にし、語頭ではen,語 中では基本的にyenを 表

すものとした。
23r擁 鞘鐸語dに おいてqa , yaを 表す最も一般的な漢字である`蛤'の 漢字音 は 「重訂司

馬温公等韻図経」ではkaで あるが、この漢字が 『轄鞄課語』においてモ ンゴル語のhaを

表すためにも用い られる ことな どか ら、本稿では漢字音xaと 再構する。
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 このよ うに漢字音写 において 区別 されている例があるため、『 範繹語 』にお

ける後部軟口蓋音に無声 ・有声の2音 を立てても漢字音写 との間に矛盾は生 じ

ない。したがって、暁母x・ が表す音 をq,Y,渓 母kh・ が表す音 をq,見 母k・ が

表す音 をYと 再構 したい。渓母kh・ によつて音写されるqは1例24を 除いて語

頭に現れ、見母k・ によって音写 されるYは 語頭 もし くは0の 後 に現れる25。

 ま た、 モ ン ゴル 文 語 のYに 対 応す る位 置 にゼ ロ声 母(うが 現 れ る こと もあ る。

この よ うなゼ ロ声 母 が現 れ る のは母 音 間(15),流 音(1,r)の 直後(16),η の直 後

(17)で あ る。

(15)「 皇帝 」蛤宏xa鎚/qa迦!(文>qayan (ハル ハ26)xaag

「湖 」 納兀 児 na墨 。r lna血 ≧r/(文>naygr(ハ ルハ)nuur

 母音 間に現れるゼ ロ声母が表す音 としてはまず声門閉鎖音?が 考え られる

が、摩擦音であるYが 閉鎖音?に 変化す る可能性は低い と思われる。次に、

ゼ ロ声母が特定の音を表わさず、全体 として長母音や二重母音の状態を表 して

いる可能性が考え られる。しか し、『犠鞄課語 』の漢字音写にお いて、長母音や

二重母音が漢語の一音節で表 されていると判断できる例がい くつ も見 られるた

め27、 上記のようなゼ ロ声母 を含 めた二音節 による音写は長母音や二重母音 と

は異な る状態を表 していると予測 され る。またYが 弱化 した音 としてwの 可

能性 も考えられる。 しか し、wで あれば後述する(23)の ように漢語のuに よっ

て表されるはずであるため、ゼロ声母 を用いた上記の例はwと は考 えにくい。

残 された可能性 としてはfiが 考 えられる。上記の(15)の 例 「皇帝」のモ ンゴル

文語形はqaYanで あるが、『 靱課語 』よりも早 い時代 に漢字音写されたr元

朝秘史 』では しば しばqahan(中 合窄xo xan)と 音写 され、現代モ ンゴル語ハルハ

方言ではXaaη とな り長母音をもつ。つまり、 Yが 母音間 において弱化 してh

とな り、それが現代語において消失して長母音を形成 している。『 鞄繹語 』で

はhが 完全に消失す る前に有声化 してfiと なっていた可能性がある。本稿では、

『 鞄繹語 』の母音間のゼロ声母は この 丘の段階を表 している と考えたい。

24「短」 斡圃児 ・UO麺gr/oqΩr/(文)opmr(甲)斡 塑 児

25語 頭 もしくは η の後ろで見母k一 によって音写されるYは 、音声的には閉鎖音Gで あ

った可能性が高い。
26現 代モ ンゴル語ハルハ方言の例における表記は基本的にキ リル文字をローマ字転写 し

た ものである。本稿では、後舌母音の前でX(X)を)(,r(g)をGと 転写す る。また音節末に

おいてH(n)を0と 転写する。

27「勇士」担禿児 pua thu or翅tur/(文)bLgyatur (ハルハ)迦t麗

「兎」鍵来 塑lai/迦1aV (文)迦lai(ハ ルハ)迦lai
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 流音(1,r)の 直 後 に現 れ るゼ ロ声母 は以下 の通 りで あ る。

(16)「 緩 」 阿 魯2互児 ・alu翌er /a1皿rノ(文)alyur (ハル ハ)a1Ω1巫r

「肥 」 塔 児 温 tha er 'u(o)n /tary凹/(文)tar¥1!U (ハ ル ハ)targag

 このゼ ロ声母はYを 表している と仮定 したい。?とwは 上記 の母音間の場

合 と同じ理 由か ら可能性が低いと思われる。また、ゼ ロ声母が何 も表 していな

いとす ると上記の(16)の 例はそれぞれ"aiur,*taranと 再構され、モ ンゴル文語

や現代語の形式 とかけ離れた形 となつてしまう。残された可能性 としては 且 と

Yが 考え られるが、母音間の場合 と異なり現代諸方言 においてGやYと いっ

た後部軟 口蓋音が現れるため、丘 にまで変化が進んでいた とは考え にくい。 し

たがって、『 靱繹語 』の流音に後続するゼロ声母 は非常 に弱化 したYを 表 し

たと考 えたい。

 η の 直後 に現 れ るゼ ロ声母 は以下 の通 りで ある。

(17)「 犠鞘 」 猛斡 力 m殉 堂li /moD!lg1/(文)mongygl(ハ ル ハ)moη ΩΩ1

 このゼ ロ声母は、Yが 直前のllに 鼻音同化 した状態 を表 していると仮定 した

い28。(14)で 見たよ うに、pの 直後のYは 『 鞄繹語 』においてゼ ロ声母以外

に閉鎖音声母k一によって表されることがあり、用例数 は閉鎖音声母k―が用いら

れる方が多 い。この音は脚注25に 記 したよ うに閉鎖音Gで あつた と推測 される

ため、同 じ環境でゼ ロ声母 によつて表 された音 も閉鎖を もつ音であつた可能性

が高い。 このよ うな音 としてはG,η,?が 考え られる。現代語 において対応す

る位置に後部軟口蓋音Y,Gが 現れることか ら、調音位置の異なる?は 可能性

が低い と思われる。残つた可能性 としてはG,Bの2音 があるが、 ここでは閉

鎖音声母k・ が用 いられ る場合 との違いを考慮して、pを 表 していると考 えた

い。

2.1⊥6喉 音

 『 鞄繹語iで はモンゴル文語における母音始ま りの語の語頭が暁母x・ によ

つて音写 され ることがある(18)。この暁母x一 によって表 され る音をhと 仮定 し

たい。

28り に 後続 す るゼ ロ声母 が、Yか ら変化 した η を表す 例 は 『畏兀 児館 課語 』で も見 られ

る(庄 垣 内1983:68)。

例:「 猪j桶 匹子 七hu讐盤 鳳 /to勾皿z/Wu.七uη 皿z N.Uig. tonyuz, torlguz
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(18)「 紅 」忽 刺安 X旦la・an/地la丘aガ (文)Ulayan (ハル ハ)Ulaall

        (ダ グル)璽1aln (東郷)巡1an (土族)血1a:n (保安)血1閃

「肝 」墨 里 干 璽1i kan/h旦ligen1(文)gligen (ハルハ)glgeg

    (ダ グル)2LOleg (土族)墨lge(保 安〉壌lg。(東 部 裕 固)鮭1eYe

 このような語はハルハ方言 に代表される現代モ ンゴル語では母音始ま りであ

る。 しか し、い くつか の周辺諸言語においては摩擦音x, hで 始 まっていること

か ら29、上記のような 『 鞍言睾語』における暁母x・ も摩擦 音xも しくはhを 表

していると考えたい。 『 鞄繹語 』にお いて は同じ語 でも暁母x・ とゼロ声母の

両方で表 される場合が あるため30、暁母X・ が表 した音は当時、消失 しつつあっ

た と思われる。xとhで はhの 方が消失 しやすいと考 え られ るため、『 鞄課語』

で暁母x・が表 した語頭の音をhと 考えたい。

2.1.2鼻 音

 モ ンゴル 文語 はm,n, ngの3つ の鼻音 を もつが 、 この うち音 節 初頭 に立 つの

はm,nの み で あ る。『 鞍 繹語 』にお いて も音 節初 頭 に立 つ 鼻音 はm, nで あ る

と仮定 した い。 『 鞘 繹 語 』で はモ ンゴル文語 のmに 対 応 す る音 は 明母m・ に

よ っ て表 され(19)、nに 対 応す る音 は泥母n― によ つて表 されて い る(20)。 明母

m・,泥 母n・ は他 の漢 字 音写文 献 にお いて 、そ れぞ れモ ンゴル 語 のm,nを 表 し

て い るた め、 『 鞄繹 語 』で も明母m・ が表 す音 をm,泥 母n・ が 表 す音 をnと

再構 した い。

(19)「 肉」丞 筆 麺 、xan 1血qan/(文)血qan

  「八」 乃攣 nai muan /nairnaゴ (文)nai皿 墨

(20)「 日」納 藍 墨1a11/盟ran/(文)墨ran

「像的」赤餐 t幽 週 rcilLW (文)乙i遮

2.1.3流 音

 モンゴル文語 は1,rの2つ の流音 をもつ。『 鞄繹語』も1, rを もつ と仮定 し

たい。『 鞄繹語 』ではモンゴル文語の1とrに 対応する位置に現れる音はどち

29土 族語、保安語においてfで 始まっている例があるが、これはx,hが それぞれuの 前で

fに 変化した ものと考え られる。
30「牧牛人」忽格児赤 xukεgrt幽!h塑6v (文)塑 るi(ハ ルハ)遮t∫

 「牛 」兀格 児 ・u kε er/堕/(文)Uker (ハ ル ハ)Uxer

上 記 の`忽 格児'と`兀 格児'は どち らも 「牛 」 を表 して いるが、上 の例 で は暁母x・ が、

下 の例 ではゼ ロ声母が 用い られて いる。 「牧牛 人」惚 酬 の 乙iは 「(～す る)人 」を意 味す

る接 尾 辞であ る。
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らも来母1・ によつて表 されている(21,22)31。 このことか ら 『 鞄課語 』の流音

は1の みであった可能性が出て くる。 しか し、これは音写に用い られた当時の

漢語がrを もたなかつたため、類似音の1で モンゴル語のrを 表 した結果であ

ると考え られ る。この音写方法は漢字音写文献全般 に見 られるので、『 靱繹語』

において来母1・ が表す音 をモ ンゴル文語や現代諸方言 に従 って1,rと 再構す る

ことは妥当であると思われる。

(21)「 鴉鵤」剋 臣 1旦t婁hon /垣bin1(乙)逗 るin

  「舌」 克連 khε迦 /ke塾/(文)ke血

(22)「 雨 」 忽剋xu題 1q哩 旦/(文)qu里

「馬 」 抹 林 muo lin /morin/(文)morin

2.1.4半 母 音

 モンゴル文語 はw, yの2つ の半母音をもつ。『 鞘言睾語』において もw,yを

もっ と仮定 したい。『 鞘繹語』にはモンゴル文語のwに 対応す る音を表 した

例 は存在 しな い。しかし、モンゴル文語のYに 対応す る音がwで 現れている

と考え られる例が存在す る(23)。この場合 に用い られて いる漢字音はゼロ声母(う

+Uで ある。 このUは 母音 の前に現れているためWを 表 していると考えたい。

また、モンゴル文語のyに 対応す る音はゼロ声母ぐ〉+iに よって表 されている

(24)32。 このiは 母音 の前 に現れているためyを 表 していると考え られる。

(23)「 六 」只 児亙 安 も訊gr里 ・an 石ir皿 飴n/33(文)jirygYan

(24)「 大 」也克 !盤khε /ygke/(文)Leke

「行 」量 不 塾pu /zabu/(文)yabu

 また 、uの 前 の韻 尾・uはwを 表 し(25)、 iの 前 の韻 尾 ・iはyを 表 して いる と

考 えた い(26)。 このwは 、u, Uの 前 でY, gが 弱化 した もの で あ る と思 われ る 。

(25)「 」垂 温 遡 ・u(o)n 麺awun!(文)興un

「影 」坐 兀 迭児 塾 ・utiεor/塑Uder/(文)sggUder

31r元 朝秘史』や華夷繹語甲種本では来母1一で1を 表し、来母1・の漢字の左肩に`舌'と い

う補助記号をつけた形でrを 表 しているが、丙種本 『輻鞄言睾語』においてそのような違い

は見られない。 この点は乙種本と同様である.
32ゼ ロ声母(・)+yに よつてyuが 表 されることもある:「 柏」阿塗 ・a y/ayu!(文)ayg

33モ ンゴル文語のYに 対応する音をrの 後ろにおいてゼ ロ声母で表 した例とも考えられ

るが、漢字音に介音uが あること、通常rの 後ろのYを ゼロ声母で表記 しない甲種本 にお

いても`只 児瓦安'で あることなどか ら、ここではwを 表しているとする。
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(26)「 駝妬 」愛 亦刺 錘da/gayiraYf(文)ayiraY

「走」癸 亦 茎ue1・i/g豊i1(文)g虹" (ハ ルハ)g重

「八十 」 乃延 鯉 暖εロ /!layan!(文>nLayan

2.1.5ま とめ

 r 鞍繹語 』における漢字音とモ ンゴル語音節初頭子音 の音写 関係は以下の

よ うに ま とめ られ る。

漢 字音  ph・ P―th・ t・ t§h・

∀ ＼
モンゴル語音 b 七

13例 の み

＼睾
、

、

、

ts― kh・k・  x…

、

d  E  5

2塔tha   3古kU

,'

k

楽 ＼
9  q

6

Y h 5
41例 を除いて語頭5語 頭,Dに 後続

  6母 音間もしくは1,r,り に後続

漢字音 S' §冒 ts― m'

モ ンゴル語音 s 首 z  m

n'

n

1・  ・u・ ・u

八 ＼・
I  r  w

7uが 後続

'・-IY ;i

i,!

賃/・

i/

y

8yuを 表 す9iが 後 続

2.2音 節末子音

 『犠鞄繹語 』において、モンゴル語の音節末子音 は漢語 の音節全体、韻尾、

ゼ ロな どによつて表されている。

2.2.1阻 害 音

 モンゴル文語 において音節末に立つ阻害音はb,d, g, Y, sの5つ である。『 

靱謬語 』において音節末に立つ両唇音もbで あると仮定 したい。『 鞍繹語』で

はモ ンゴル文語の音節末のbに 対応する音 は講母p・ によって音写されている

(27)。無気音声母によつて表されていることか ら、『 鞄課語』のもつ音節末両

唇音を有声音bと するのは妥 当であると思われる。用い られている漢字は1例34

を除き`不'puで ある。

34「 匠 」 蛤坦 塔抜 xa pau tha xai!qahtaYai/(文)"ahtaYai(甲)中 合 △塔孜
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(27)「 熟 絹 」乞  khi pu /kib/(文)kib

  「葉 」納 陳 na四t§he簸 /nabcin!(文)nabcin

 r 靱繹語 』において音節末に立つ歯茎閉鎖音 を、モンゴル文語 と同様にd

と仮定す る。『 靱繹語 』で はモンゴル文語の音節末のdに 対応す る位置には漢

字が記 されていない(28)。 この ことか ら、モ ンゴル文語のdに 当たる音が欠落

していると考え られ るか もしれない。 しか し、現代諸方言でも音節末の歯茎閉

鎖音が欠落 した言語 は見 当た らな いため、『 鞄諜語』における音節末の歯茎閉

鎖音は、音写されていないが存在 していた と推定 され る。『元朝秘史』、華夷P

語甲種本、乙種本 といつた他の漢字音写文献では有気音声母th.(傷thi)で 表 さ

れているため、音節末に立つ歯茎閉鎖音は音声的には無声であった可能性が高

い。したがって、『 鞄課語 』のもつ音節末歯茎 閉鎖音は仮定 したdで はな くt

と推定 したい。

(28)「珠」速不― su pu_ /subut./(文)subul (甲)速 不揚

「飽 」 察 _把 t§ha―pua /cat・ba/(文)cad-ba (甲>i察 湯八

 『 鞍繹語 』にお いて音節末に立つ軟 口蓋音 を、モンゴル文語 と同様 にgと

仮定する。『 靱繹語 』ではモンゴル文語の音節末のgに 対応す る音 は渓母kh・

(克khs)に よって音写され るか(29)、 もしくは対応する位置 に漢字 をもたない

(30)。有気音声母kh― を用 いる音写方法か ら音声的 には無声であつた と考え ら

れるため、『 鞄課語 』の もつ音節末軟 口蓋音は仮定 したgで はな くkと 推定 し

たい。

(29)「馬妨」額速哀 °gsu khs/�izkl(文)es�

  「與 」 斡 墓 ・uo khE /�/(文)�

(30)「 花 」 祉 祉_ t摩hεt§hε_/cece�/(文)ceceg

「過 」那― 赤 nuo―t轟/n�ci/(文)n�ci

 r 鞘課語 』にお いて音笛末に立つ後部軟口蓋音 を、モ ンゴル文語 と同様にY

と仮定する。『 鞘繹語 』ではモンゴル文語の音節末 のYに 対 応す る音 は暁母

X'(黒xε,蛤xa)に よって音写されるか(31,32)、 もしくは対応する位置に漢字

をもたな い(33)。 音写 に使用される声母が摩擦音 であるため、音写 された音が

有声であったか無声であったかの推測は不可能である。 ここでは暫定的にモ ン

ゴル文語 と同 じYと 推定する。

(31)「時」察墨 t§ha璽 ray/(文)cay

「師傳 」把墨 失 pua xe SL/bagsi/(文)ba聾i
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(32)「 焼 肉」 失 刺 蛤 三 米 窄35SL la xa san mi xan riraysan migan!

                         (文)首iraYsan miqan

(33)「泉」不刺_ pu la /bulay/(文)bulaY

「醇 」 渉
_塔 把 su。 tha pua/sogta-ba/(文)Boyta・ba

 『 靱課語』において音節末に立つ歯茎摩擦音 をsと 仮定する。『 鞘繹語 』

ではモ ンゴル文語の音節末のsに 対応する音は心母S°(思s1)に よって音写され

ている(34)。 この`思's1は 他の漢字音写文献にお いて常にモ ンゴル語の音節

末のsを 表すため、『 靱繹語 』においてもsを 表す としたい。

(34)「國」兀魯思 ・ulusl lulus/(文)ulus

「飛 」 弥 墨 忽 ni sl xu /nis-qtt/(文)nis-qu

 また、これ らの他 に審母§・(失S1)が後部歯茎摩擦音vSを 表す と思われる例が

存在す る(35)。

(35)「玉」蛤朱 xa越Jqas/(文)gasi)(ハ ルハ)x�3, xal

                        (畏)姶 朱 xa SL/qas/

「果」者迷失 t§εmi迅 加mi亘/(文)Y,emis(ハ ルハ)daims

                  (畏)也 密圭 iεmi迅!�舂�!

 モ ンゴル文語は音節末の 菖をもたず、上記の8に 対応す る位置 にはほぼすべ

てsが 現れる。 また、現代モンゴル語(ハルハ方言)で もsが 現れることが多い。

上記の2語 は丙種本『畏兀児館繹語』においてウイグル語 として記されている(庄

垣内1983:153,124).そ こでの §、(失〉がウイグル語 のvsを 表していることか

ら、上記の2語 における 訊(失)は ウイグル語か らの借用語に現れるsを 表 し

た可能性が ある36。他の例 には借用語であるか どうか判断が難 しい語 もあるた

め現段階では、『 靱課語 』に表されたモンゴル語 は音節末子音 忌 をもってい

たが、徐々に失われてSが 用い られるようになつた と考えたい。 このような例

は他の漢字音写文献 にも見 られる。

2.2.2鼻 音

モ ンゴル文語はm,n, ngの3つ の鼻音をもち、そ のすべてが音節末に立つ。

『 鞄課語』において も音節末鼻音m,n, oを もつ と仮定 したい。『 鞄繹語』

35`蛤'xaが 音節末のYを 表すのは過去の形動詞語尾・isanの 場合に限られる。
36モ ンゴル文語のs表 記は、借用した当時のウイグル語 においてSとsが 同じ文字で表記

されていたために起 こつたと考え られる。
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にお いてモ ンゴル文語のmに 対応する音は韻尾一nによ つて表 されている(36)。

このことか ら、『 鞄鐸語 』には音節末の 皿 は存在 しなかつたと考 えられ るか

もしれない。しか し、現代諸方言においても音節末のmが 見 られる ことか ら、

『 朝鐸語』のモ ンゴル語 にも音節末のmが 存在 していた と考えるのが妥当で

ある。韻尾・nが用い られているのは、当時の漢語 に韻尾―mが存在せず、類似 し

た韻尾・nによつてmを 表 したためであると考 え られる37。

(36)「葡萄」兀遵 ・u幽 /��./(文)..v..utum (ハ)�zem

「蓬」丞 蛤温 khan xa・u(a)n/aamgafiuU (文)g疥gay (乙)gamqayul

                           (ノ＼)xamxag

 モ ンゴル文 語 のnに 対 応す る音 は韻 尾 一nに よ つて 音写 されて いる(37)。 この

韻尾 °nは 音節 末 のnを 表 してい ると考 え られ る。

(37)「 三 」忽 児班xu ar puan/gurb疣/(文)gurb疣

「那 里J田 迭 thisn七iε/tende/(文)tende

 モ ンゴル文語のngに 対応する音は韻尾℃ によつて表されて いる(38)38。この

韻尾・η は音節末の り を表 していると考え られる。

(38)「鋸」霊 幽 /蜘/(文)迦g

r捜 」 能 知 na ts1./ Y・ne i!(文)nenen

2.2.3流 音

 モ ンゴル 文語 は1,rの2つ の流音 を もち 、どち ら も音節 末 に立 つ 。 r 朝繹 語 』

において も流音1,rが 音 節末 に立つ と仮定 したい。モ ンゴル 文語 の1に 対応す る

音 は来母1・(39),韻 尾 一n(40),韻 尾・n十来母1・(41),ar(42),韻 尾 ・11十ar(43),ゼ ロ

(44>に よ って表 され る。この うち用 例数 が多 いの は来 母1-,韻 尾 一n,ゼ ロで あ る。

韻 尾・nに よ つて 音 節末 の1を 表す 音写方 法が他 の漢 字音 写 文献 に も頻 繁 に見 ら

れ る こ と、 また音 節 末 の1が ゼ ロ と対応 して い る語 が現 代諸 方 言 にお いて音 節

末 の1を 欠 落 させ て いな い ことか ら、これ らは 『 鞘課 語 』の音 節 末 の1を 表 し

た と考 え られ る39。

37r 鞄 繹 語 』よ りも音写 年代 の古 い 『元朝秘ﾘdで は 、音写 に用 い られた漢語 に韻尾 ・m

が 存在 して いたた め、 韻尾 ・mに よ って音節末 のmを 表 して いる(越 智2003:38)。

38例 外 的 にgを 韻 屠nに よつて表 した ものが1例 だけ存在 す る。

「一千 」弥干麩 ni kan min・an /nigen m�n/(文>nigen mingyan

39arも し くは韻尾 一n+arに よ って表 され た音 につ いて は再 考 の余 地が あ るか もしれ な い。
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(39)「 大 紅」 阿勒 'ais/al!(文)al

  「使 臣」額里 陳 ・eli uhan /elein/(文)elein

(40)「 冬 」兀1奎 ・u幽 /��1!(文)eb�1

  「門扇 」蛤宏 蛤xa塾xa/gafi疝ga/(文ga-alya

(41)「 唾」靭 勒 不 孫 nin IE pu su(a)n/nilbusun/(文)nilbusun

  「方 」 朶 児 垂 勤 真 tua ar ub an lE tgan/d�ber匤!〈 文)d�beTjin

(42)「 郷 道 」 阿 亦 三 ・a・iar!agil/(文)agil

  「騒 」 額1星 只 干 'E疵tSL kan/er�en/(文)e堕gen

(43)「 一 托 」 称 干 奄 二 塔 ni kan楚n。r tha/nigen疝da/(文)nigen疝da

  「塙」 板Jﾘ阿 孫 p魍 ・asu(。)n /b疝fiasun/(文)b疝gasun

(44)「 潭」祉 額― t§hε・ε_ gefiel/(文)cegel

「日斜 」納 藍克」 罷把 na lan khe _puai pua /naran kelbei-be/

                       (文)Haran kelbeyi-be

 モ ンゴル 文語 のrに 対 応す る音は ほぼす べ てaxに よ つて 音写 されて い る(45)。

漢 字音arは モ ンゴル語 のrを 表すた め に最 も適 した音 で あ つた と考 え られ る

た め 、arが 表す 音 をrと 再構 す る。 arの 他 に韻 尾 一xx+arや ゼ ロで音 写 された 例

も見 られ る(46,47)。 これ らもrを 表 して いる と考 え た い。韻 尾・n+arに よ つて

rを 表 す音写 方 法 は 『畏 兀児館 繹語 』で も見 られe漢 語 のr化 を用 いた表記 で あ

る と考 え られて いる40。

(45)r伴 當」 那 可ﾌﾘ nuo kho鐘 /n��/(文)n��

  「岸 」 額ig吉 ・e ar ki/ergi!(文)ergi

(46)「 信 鶴 」=奄 児 孫 ・iEn ar su(a)n /疵sun/(文)arisu

(47)「 糎 米 」 禿 禿 _筆 阿 門 thu thu―xan・a mu(a)n /tuturyan arrun/

(文)加 七urgen emun

2.2.4ま と め

 『 鞘繹語 』における漢字音 とモンゴル語音節末子音の音写関係は以下のよ

うにまとめられる。

漢字音 pu

モンゴル語音 b

ゼ ロ  khε ゼ ロ  xεxa ゼ ロ

t

∀
k
▽
Y

40「 堤 」 肯 児 khan ar/qir/Wu , cjir(庄 垣 内1983:84)

s1

S

訊

醤
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華夷言睾語丙種本 『 鞍訳語』におけるモンゴル語について

漢字音 置11

モンゴル語音 m  n

昌り  卿n十'

   '

!

9

1
,'

1・ ・n+1- er・n+er ゼ ロ

1 / /1 ,!

1// 1/
1':"     1/

1       r

3.漢 字音写 によって表 されるモンゴル語の母音

 モ ンゴル 文語 に はi,e, a, u, U, o,6と い う7つ の母音 が 存在 す る。『 靱 鐸 語 』

で も母 音 の 種類 は同 じで あ る と仮定 した い。『 範 課 語 』にお いて これ らの母 音

は、漢 語 の 韻母 全 体や 韻尾 を除 いた部分 によって 表 され て いる 。

3ユ i

 モ ンゴル 文語 のiに 対 応す る音 は 『 鞠繹 語 』に お いて漢 字音i,No,ioに よ

つて 表 され て い る 。具体 的 にはモ ンゴル文語 のi(・n,―m,・1,・ng,噴 が後続 す る場

合 を除 く)に 対 応 す る音 が韻母i,zに よって表 され る。 この場 合 、韻母iは 声 母

が反 り舌 音 以外 の 場合 に現 れ(48)、 韻 母Xは 反 り舌音 声母 の場合 に現 れ る(49)。

これ は 、音 写 に用 い られ た漢語 にお いて 反 り舌音 声母 が韻 母iと 結 合 した音 節

をもつて いな か つた ことに よる。

(48)「 療i」蛤涯 xa垂 /Ya巫/(文)Ya巫

  「指 甲」 乞木 孫 khi mu su(e)n /kimusun/(文)kimusun

(49)「 姐姐 」 額 格≧丞 ℃kε 蚕ユ/ege型 (文)ege逝

「魚 」塁 蛤 孫 麺xa su(o)n伍Yasunノ(文)匝Yasun

 また 、 モ ンゴル 文語 のin(im, i1)に対 応す る音 が韻母in,。nに よ つて 、 ingに

対応す る音 が韻 母iη,eljに よ って表 され る。 この場 合 、韻母in, illは 声母 が 反

り舌音 以外 の 場合 に現 れ(50,51)、 韻母on, Ollは 反 り舌 音 声母 の場合 に現 れ る

(52,53)。 これ も上 記 と同 じ理 由に よる。

(50)「 性 命 」 阿墨 ・a迦 /a迦!(文)a血

「薄 」墨 干 奥kan ノ迦gen/(文)辿 進gen

「一 般 」弥 干 主1型ni kan t§y塾1nigensUylLY (文)nigen狙 皿

(51)「 怒 」 箭金 藍 khiエ垣1an /ki迦1em/(文)ki地glem

  「茄 子 」 把工 蛤 pua画xa!badjt gYa/(乙)bast1ingYa

(52)「 使 臣」 額里1塞 ・ε1i血 /e1血y (文)d麺

  「縁 故 」里 塔 安 EQU tha 'an極ta且an/(文)墾taYan
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(53)「 誠」呈 画"9ing/(文)亜 ㎎

  「海 青」丑 諮児 幽xuo or/鋤 騒or/(文)重 垂gqur

 また、 モ ンゴル 文語 のiuに 対 痂 す る音が韻母iouに よ って表 され る(54)e

(54)「 仁」紐 列 思盗41迦1iε 訊khuei/塑lesk茸i/(文)pjgtlleskUi

 基本的に漢字音iが 用いられ、iが 使用不可能である場合 にはiに できるだけ

近 い音が選 ばれているため、 これ らによつて音写 されたr 鞄繹語』の母音は

iで あると推定す る。『 鞄課語』にお ける漢字音 とモ ンゴル語音iの 音写関係

は以下のようにまとめられる。

漢字音 i
tt
. o(・n,℃)io(・u)

 1     1

モンゴル語音 i 1反 り舌音声母 と結合

3.2 e

 モ ンゴル 文語 のeに 対 応す る音 は 『 範繹 語 』にお いて漢 字音 ε,iε, iuε, o, ia,

a,ua, uに よ つて表 されて い る42。具 体 的 にはモ ンゴル 文語 のe(・11,・m,・1,・ng,・i,・U

が後 続す る場 合 を除 く)に 対応す る音 が韻母 ε,iε, iuε によ って 表 され る(55,56,

57)43。 そ れぞ れ の韻母 が 結合 す る声母 は反 り舌音 ・軟 口蓋 音 ・ゼ ロ声母+韻 母

ε,両 唇 音 ・歯 茎 音声 母+韻 母iε,声 母s+韻 母iuε とい うよ う に ほぼ相補 う関 係

に ある。

41実 際 は`趨 列思盗'と な っているが、`紡'ninは 『 鞍 課 語 』で は通常nin, nilを 表 す

漢 字で あるため、そ のままで はモ ンゴル語 の語 形と合わな い。同 じ語が 甲種本 において`紐

列 思魁'と な つてい るこ とか ら、『 靱 繹 語 』では`紐'を`細'と 誤写 した と考え られ る。

42こ の ほか、モ ンゴル 文語 のbeに 対 応す る音 が`伯'puaiに よ つて表 され る。この`伯'

の 韻母 につ いて は再考 を要す るか もしれ ない。

「難 」但児克 p姻or khε 魎rke1(文)h旦rke (甲)別 児客

「睡畳」雪 列迫 siuεhε 塑 /sere・竣/(文)sere・ 塵 (甲)醇 舌里別

43例 外 的に韻母a ,uaに よ って表 され る こともある。

「蚊 子」李 可兀麹puo kho・u皿/b6k6飾 鵬/(文)b6kU1Le , bUkUgeLe

「焼 餅」兀 禿歴 ・uthu幽 /廿笛 塑k/(甲)兀 蜴笠克

「畳 了」雪 列担 siuε1iεp皿!sere― 塵1(文)sere・ 煙

これ らの漢 字は通常aを 音写す るために用 い られて いる。`把'puaがbeを 表 すの は過去

語 尾・ba'・'beの場 合 に限 られ る。
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(55)「花」量祉 幽 嬢 recele/(文)ceceg

  「舌 」 克 連 khe lien /kelen/(文)kelen

(56)「 猴 」 別 ,唄   uhan /becin/(文)becin

  「枕 」 迭 列 tiE lis/dere/(文)dere

(57)「 床 」 亦 雪 里 ・isiuE li/iseri!(文)iseri

 また 、モ ンゴル 文語 のen(em, e1)に 対応 す る音 が韻 母iεn, an, uanに よっ て

表 され る(58,59,60)。 声 母 と韻 母 の結 合関係 は複雑 で あるがﾘ、 結 果 的 にほ ぼ

相補 分布 をな して いる。反 り舌 音 声母 は韻母anの み と結合 して いる。これ は 当

時 の漢 語 が 反 り舌 音 声母+韻 母iεnと い う音 節 を もたな か つた ことに よ る と思

われ る 。韻 母uanは 両 唇 音声 母 のみ と結合 して い る。

(58)「 一 萬 」体 干土墨 ni kan thu mien /nigen t�en!(文)nigen tilmen

  「光 」 格 連 kE l�n /gereU (文)gerei

(59)「 聰 明J雪 挫 siue tshan /secen/(文>secen

「薬 」董 ・an /�ノ(文)em

「鞍 」 額蔑家 ・εIniε蜀 /emefieU (文)emegel

(60)「 班 」 朶 児 班 tua ar pisan !d�ben〆(文)d�b�

  「大 臣 」 也 克 土 失 慢 ・iεkbεthu§ 、!nuan/yeke t�imel/(文)yeke t�imel

 モ ンゴ ル 文語 のengに 対 応 す る音 は韻母eη, aη, uη に よつ て表 され る(61,62,

63)。 韻 母鋤 は声� ',n一 と、韻 母aoは 声母1・, kh.,・・と、韻 母u瑠 は声母

蟹 とそ れぞ れ 結合 して いる。 声母m・ と結合す る韻 母 と してuな が 選 ばれ て い

るの は、 韻母go, aη が 両唇音 声 母 と結 合 できな いた めで あ る と考 え られ る。

(61)「 天」騰 吉里 鋤ki li/tefix gird (文)tngri(ハ ルハ>tegyr ger

  「捜 」態 知 幽t訊 /蜘i!(文)幽i

(62>「燕 色」苦墨 khu迦 /k費塑 ノ(文)k�eng

  「小 鼓」慷 格 児 格 kh疣 kE ar ke/k-erlgerge/(文)ken gerge

(63)「 懸 」猛 格 mu ke /幽ge/(文)塑 塾gge

 モ ンゴル 文語 のei(ey)に 対 応す る音 は韻母ai, uaiに よ つて 表 され る(64,65)45。

基本 的 に韻 母aiが 用 い られ、 声母 が 両唇音 の場 合 のみ 韻母uaiが 用 い られ る。

(64)「 無 」 兀該 ・ukai/�ei!(文)�ei

「聾 」 都塞 亦 tu lai・i/d�eyi/(文)d�1駟

"声 母TTI
, th,1,'+韻 母iεn,声 母t, n,1, t§h, kh, k,・+韻 母an,声 母P, m+韻 母uan

菊 例 外 的 に`克'kheに よ っ てkeiが 表 さ れ る こ と も あ る:「 風 」克 khε/kei/(文)kei
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越智 サユリ

(65)「 日斜 」納 藍克 搦把 na lan khi uai pua/naran kelbei-be/

                         (文)naran kelbybe

 モ ンゴル文 語 のeg�ﾉ 対 応 す る音 は韻母au, iau, auに よ って表 され る(66,

67,68)。 これ らの韻 母 はegUか ら変 化 したe�, ew(�)と い う音 を表 して いる と

考 え られ る。 韻母auは 反 り舌音 声母 のみ と結合 して い る。

(66)「 蛭 」里 児格 tchau ar ke re�ge/(文)鯉rgem (乙)醜 亘rge

  「小 子 」 旦 看 khau khan/keuken!(文)迦ken, ke�en

(67)「 為 那 般 」 挑 兀 伯 児 thiau・u puai or/tew�er/(文)teg�er

(68)「 荊 」 学 羅 克 塑pu。1uo khε 拠 〆b��ece�!(乙)bδre ke鯉

「夢 」包 兀 敦 塑 旦・u七u(o)n 樋 藍d貸n/(文)vie��

 多 くの漢字音が用いられているが、基本的にε,iε, iuε,。が用い られ、それ ら

の音が使用不可能である場合 にのみ他 の音を使用 して いる ことか ら、 これ らに

よって音写 された 『 鞄課語dの 母音はeで あると推定する4s。『 靱繹語』に

おける漢字音 とモ ンゴル語音eの 音写関係は以下 のよ うにまとめ られる。

漢 字 音 ε iε iuε a(一η,・u)ia(―u)a(・n,・ η,・i,-u)ua(-n,-i)u(・ η)uai

`2   3             '落
、

、

、

、                       ,"
、                一'
亀             '一
、        ,'

モ ンゴル 語音           e

     1雪siuε2挑thiau Sauは 反 り舌音声母 と結合 4唇音声母と結合 5伯puai

3.3 a

.モンゴル文 語 のaに 対 応す る音 は 『 鞄 課語 』にお いて漢字 音a,ua, iεによ

って表 されて い る。具 体 的 にはモ ンゴル 文語 のa(-n,・ﾘ,―1,-ng,・i,・uが後続 す る場

合 を除 く)に対 応 す る音が 韻母a,uaに よ って表 され る(69,70)47。 基本 的 に韻

母aが 用 い られ 、声母 が両唇 音 の場合 は韻 母aと 結 合 でき な いた め韻母uaが

用 い られ て いる48。

46開 口度 につ いて は再 考の余地が ある。

47例 外 的 に挑thiauに よ つてtaを 表 す ことが ある。

「他 的」挑怒 thiau nu/tanu/(文)tanu

48韻 母uaは 声 母x・ と結合す ることもある。

「帖牛」 不韮 pu xua /buf�/(文)bug�
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華夷繹語丙種本 『 朝訳語』におけるモンゴル語について

(69)「 日 」 麹 藍 na lan /naranJ(文)naran

  「間 」 塾 兀 刺 塑 ・ula l'a畴iura/(文)逗Yura

(70)「 虎 」 担 児 思 pua ar s1(bars/(文)bars

「口」 阿麻 ・amua /ama/(文)ama

 モ ンゴル 文語 のan(am, al)に 対応 す る音 は韻母an, uan, iEnに よ って表 され

て い る(71,72,73)。 基 本 的 に韻 母anが 用 い られ 、声母 が 両唇 音 の場 合 は韻 母

anと 結 合 で きな いため韻 母uanが 用 い られ てい る。韻 母iεnは`奄'・iεnに 限

られて い る49。

(71)「 打 」点 赤 遡t§ へ 迦 乙i/(文)v v・1疣ci

「貧 」 蛤藍 xa l疣 /garam/(文)garam

「門扇 」蛤宏 蛤xa・an xa/gafi疝ga/(文)qa胆1Ya

(72)「 三 」 忽 児 班xu ar uan/yurb疣1(文>gurb疣

  「八 」 乃 蟹 nai rouan /naiﾘan/(文)naiman

(73)「 嘗 」 奄 撒 ・iEn sa /amsa/(文)amsa

  「金 」 奄 壇 ・isn than /altan/(文)altan

 モンゴル文語 のangに 対応する音は韻母aり, uaη によつて表 されている(74,

75)。 基本的に韻母agが 用い られ、声母が両唇音の場合は韻母aη と結合でき

ないため韻母u閃 が用 いられている。

(74>「 鋸」賞 幽 1cﾟ/(文)塾 ㎎

  「鴛 鴛 」星 吉 児 聖1ki。r/蜀gir/(文)鯉ggir

(75)「 額」蓬 来 muan lai/姻lai/(文)mandai

 モ ン ゴル 文語 のai(ay)に 対 応す る音 は韻母ai, uaiに よ つて表 されて い る(76,

77)。 基 本 的 に韻 母aiが 用 い られ 、 声母 が両唇音 の場 合 は韻母aiと 結 合 できな

い ため韻 母uaiが 用 い られて いる。

(76)「 狗」 那麩 nuoぬ /no ai/(文)nog疂

  「好 」 餐 因 sai°in /s_yin/(文)sa in

(77)「 百 雄 」 札 蛤 里 埋 tsa xa li muai rayalimai/(乙)7ayaliﾘai

「立 」撰 亦 uuai'11h翌i!(文)b痒i

 モ ンゴル 文語 のayuに 対応 す る音 は韻 母auに よ つて表 されて いる(78)。 これ

は 、ayuか ら変化 したau, aw(u)と い う音 を表 して い る と考 え られ る。

49`奄'の 漢字音は再考を要するかもしれない0

一135一



越智 サユリ

(78)「 唱 」倒 刺 t疼la Id疼la/ (文)daYUIa

  「禽 」 失爆 温 SL pau・un /sibawun/(文suun

 基本的に漢字音aが 用いられ、aが 使用不可能である場合にのみuaを 用 いて

いるため50こ れ らによって音写 された 『 範課語 』の母音 はaで あると推定

す る。『 鞄繹語』における漢字音とモンゴル語音aの 音写関係は以下 のように

まとめ られ る。

漢字音

モンゴル語音

a    ua    is(-n)   iau
        '

1¥   2;   3,'
       '

"
"   '

,      '
,    ,'

,レ'

a

1唇 音 声 母も しくはX"(花xua>と 結 合 2奄 ・iεn 3挑thiau

3.4 u,�

 モ ンゴル 文語 のuに 対 応す る音 は 『 靱課語 』 にお いて 漢 字音u,u(。 〉, ue, Y,

iu, e, auに よって 表 されて いる。具体 的 にはモ ンゴル 文語 のu(-n,・m,-1,-ng,-iが

後 続 す る場 合 を除 く)に 対応す る音 が韻母u,y, auに よつて 表 され る(79,80,81)。

韻母yは 反 り舌音 声母 の み と結合 し、韻 母auは 副 動詞 語尾 うuを 表す`周'trau

に限 られ て い る。

(79)「 指 甲」 乞杢 孫 khi mu su(。)n /kimusun/(文)kimusun

  「痩 」圭 児 畢 thu ar xan /turqanノ(文)turqan

(80)「 厚 」主 札安 聖t§a・an樋a飴n1(文)適aYan

  「舅 舅 」 納 蛤 墨 na xa幽 ノnaga輹/(文)  vna�acu

(81)「 窺 」 失 蛤 置 兀 者 SL xa tsau・u ts£/sigaju ixje/(文)siyaL ixje

 モ ンゴル 文 語のun(um, ul)に 対応 す る音 は韻母u(a)n, iunに よ って表 されて

いる(82,83)。 韻母iunは 声母1・ の み と結合 して いる。

(82)「 五 」塔奎tha u a n!tabun/(文)tabun

「丈 母 」 蛤 塾 額 克 xa tu a n.£khe/gadum eke/(文)gadum eke

「回 回 」 撒 児 塔 温 xa ar tha・u(a n /sartafiul/(文)sartaXul

(83)「 竃 」 諮塗塔 xuo迦tha !�olumta/(文)yolumta

50韻 母uaが 声母X・と結合する形は例外 となる。
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莚夷繹語丙種本 『 靱訳語』におけるモンゴル語にっいて

 モ ンゴル 文語 のungに 対 応 す る音 は韻母uη によ つて表 され て いる(84)。

(84)「 愚」墓 蛤 mui xa /munqay/(文)mu qay

「渾」 不籠 吉児 pu画ki or lbu血 塁gir!(文)bu塾ggir

 モ ンゴル 文語 のuiに 対応 す る音 は韻母uei, eiに よつて 表 されて いる(85,86)。

韻 母eiは 声 母1・ の み と結 合 して い る。 これは 声母1・ が韻 母ueiと 結 合 で きな

いた めで あ る と考 え られ る。

(85)「 寛 」 阿丞 ・aユ墨 /aflui/(乙)aqui

(86)「 随 即 」塔 雷都 児 tha lei tu ar/darui・dur/(文)darui-dur

 基本的に漢字音u,u(a), ueが 用いられ、これらの音が使用不 可能である場合

にuと 同 じ狭母音が用 い られて いることか ら.こ れ らによつて音写 された 『 

鞄繹語 』の母音 はuで あると推定す る。

 モ ンゴル 文 語 の 践 に対 応す る音 は 『 鞘謬語 』にお いて 、上 記 のuと 同 じ漢

字 音U,1ﾅ(e),ue, y, iu, e,。uに よ つて 表 され て いる51。 具体 的 にはモ ンゴル文 語

の�(・n,―m,-1,°iが 後 続 す る場 合 を除 く)に 対応す る二音が韻 母u,y, auに よ って表

され る(87,88,89)。 上 記 のuに お いて韻母yが 反 り舌 音声 母 の み と結合 して い

るの に対 して 、�ﾅ は 反 り舌音 以外 の 声母 と も結 合 して い る。韻母ouが 副 動詞

語尾 髄 を表す`周'trauに 限 られ るの はuと 同様 で あ る。

(87)「 斧 」速克 SU lihE/B�e/(文)B�e

  「言」1巫格 ・uke /�e/(文)�e

(88)「 終 末」 額量 思 ・et5hys1/ec�/(文)ec�

  「種 」螢三列 翌1iε (h�e/(文)�e

(89)「 帯 着」 者兀墨 七§ε・u胆 石e且U「1亘/(文)jega恒

 モ ンゴル 文語 の�(�,�1)に 対 応す る音 は韻母u(a)n,iunに よ って 表 されて

いる(go,91)。 uと 同 様 に韻母iunは 声 母1一 のみ と結合 して い る。

(90)「 生 銅」 失列 盟 S1. lisﾘu a n /v・sirem�/(文)sirem�

「葡 萄 」 兀 遵 ・utsu a n /��!(文)..Y..ulum

「冬 」 兀 査 ・u幽 /��1/(文)eb�1

(91)「 自 己 」 斡 額 盆 ・ug・εliun /�ier・�ノ(文)�er一�

51例 外 的 に`克'kheに よ ってk�ｪ 表 され ることが ある。

「天陰J騰 吉里 不児乞;夏 than ki li pu ar khi khe/teη 窪iri b質rki・≧Ψ (文)七ngri b�k�麑�
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越智 サユリ

 モ ンゴル 文 語 の�(�)に 対 応す る音 は韻母uei, eiに よつて表 されて いる(92,

93)。 韻母eiは 声母p一 のみ と結合 して いる・ これ は唇 音声母 が韻母ueiと 結 合

で きな いた め で ある と考 え られ る。

(92)「 事 」委 列 ・uei lie/ilile!(文)�le

  「未 」 兀垂 亦 ・utuei・i/��i/(文)edili

(93)「 有 」鐙 廻 /b�」(文)bui

 基本的にuと 同 じ漢字音が用 いられているが、uの 場合に反 り舌音声母 のみ

と結合 していた前舌円唇母音のyがuよ り広い範 囲の声母 と結合 して使用 され

ていることか ら、 これ らによつて音写された 『 鞘課語 』の母音 はuよ りも前

舌の�ﾅ あると推定す る。

 『 靱i澤語』における漢字音 とモンゴル語音u,�ﾌ 音写関係は以下のように

ま とめ られ る。

漢字 音   u u(a)(・n) ue('1) y iu(-n)  e(・i) au ε

2       3  !  "

 4'"    4,'  ,"5
 ,                "

ρ                    "

     ,  ,'
 ,"                      〆,'
,〆           ,二'

モ ンゴル語音      u         �

     1反 り舌音声母と結合2声 母1・と結合3唇 音声母と結合4周trau 5克k%

3.5 0,�

 モ ンゴル 文語 のoに 対 応す る音 は 『 靱 課語 』にお いて 、漢 字音uo,。, ua, u,

aに よ つて表 されて いる52。具体 的 にはモ ンゴル文 語 のo(°Tl, llg,・iが後続 す る場

合 を除 く)に 対 応す る音 が韻母uo,。 によ って表 され る(94,95)。

(94)「 水 晶」 牽羅 児  uo luo/bolor/(文)bolur

  「近 」斡 亦刺 聖 ・ila ノΩyira/(文)Ωyira

(95)「 栗 」諮董 xuo壁 /gonoy/(文)gonuy

「下 雨 」 忽 刺我 羅 把 xu la!ΩIuo pua!qura�o-ba!(文)qura�u-ba

52例 外 的 に韻母au , ienに よ って表 される こともある。

「志」包里 聰1i勉riYノ(文)LpiY

「關」牽壷 pug血 /bofi�!(文)bo腿
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華夷謬語丙種本 『 鞄訳語雌におけるモンゴル語にっいて

 モ ンゴル文 語 のonに 対 応 す る音 は韻母uanに よ って 表 され て い る(96)。

(96)「 年」 桓xuan/hon/(文)on

「識 笑 」 酸 直 suan tSL/sii/(文)s _onji

 モ ン ゴル文 語 のongに 対 応す る音 は韻母uag, aη, uOに よ って表 されて い る

(97,98,99)。 韻 母aη は声 母1・ と、韻 母u勾 は声母m・,1・ と結合 して い る。 こ

れ は声母1・ が 韻 母uaη と結合 で きな い こと、また 声母m・ が韻 母ua弓 と結 合

す る ことに よ つて 斑oη を表す こ とがで きず53、 韻 母aη と も結 合 で きな い こと

によ る と考 え られ る。

(97)「 神 鬼 」江 昆 赤 科 児 ・uan ku(a)n t§馬kbuo or /9葛Yun乙itkδr/

                           (文)㎎un 6idk怠r

(98)「 肚帯」斡墨 ・uo蜀 /olor/ (文)olon$

(99)「 鞄」猛斡力 mun°uo li/遡 η01ノ(文)塑 ㎎YU1

「瓶」籠合 璽xa /麺qa!(乙)垣 ㎎qa

 モ ンゴル文 語 のoiに 対 応す る音 は韻母uaiに よ って 表 されて い る(100)。

(100)「 後 」遡 納 xuai na /oroa/(文)aoyina

 基本 的 に漢 字 音uo, a, uaが 用 い られて いるが 、 uaはua,0が 使 用 不 可能 で あ

る場合 に限 られ るため 、 これ らによ つて 音写 され た 『 鞄繹 語 』 の母音 をoと

推 定 したい54。

 モ ンゴル 文語 の�ﾉ 対 応 す る音 は 『 靱繹語 』にお いて上 記 のoと 同 じ漢 字

音u。,。9ua, uと 、 oに は用 い られ な いus, iuε によ つて表 され て いる55。 具 体

的 には モ ンゴル 文語 の6(・n,・ngが 後続 す る場合 を除 く)に 対 応す る音 が韻母uo,

。,uε, iusに よつ て表 され る(101,102,103,104)。 韻 母uε は反 り舌 音 声母 と結

合 し、韻 母iueは 声 母s・ と結 合 して いる。

(101)「 脚 」 闊児 khua ar Ik�1/(文)k�1

  「伴 當 」 那 可 児 nuo khg ar/n��/(文)n��

(102)「 凍 」 亘 児 伯 kha ar puai/k�-be!(文)k��鹵e

53声 母ﾘ・+韻 母uaη は 『 鞘 繹語 』において、 mogで は な くmaり を 表す ため に用 い ら

れて いる。

54開 口度 について は再考 の余地 があ る。

550と 同 様 に、韻母auに よ って表 される こともある。

「斜」包 里兀 ts疼 li・u /」�ifi�/(文)j�ig�
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(103)「 山 川 」 璽 勒 t_Shue 18 /堕1/(文)c�1

(104)「 夜 」 雪 弥 siusni Is�i/(文)s�i

 上記 のonと 同様 に、モ ンゴル 文語 の�に 対 応 す る音 は韻母uanに よつて表

されて いる(105)。

〈105)「 被 」麸 只 列 khuan t§t liε!kiile/(文)k�iile

 上 記 のongと 同様 に、モ ンゴル 文語 の�gに 対 応す る音 は韻母uaη, u阻 に よ

つて 表 され て い る(106,107)。 韻 母u弓 が 声母m・ と結 合す る点 もongと 一致 す

る。

(106)「 輕 」厘 干 khuan kan 趣鋤gen1(文)㎏ ㎎gen

(107)「 銀 」蒙 昆 皿週ku(a)n /幽gUn/(文)迦 塗ggUn

 基本的にoと 同 じ漢字音が用 いられているが、oを 表すため に用い られてい

ないuε,iuε が使用 されていることか ら、これ らによつて音写 された 『 鞘繹

語 』の母音はoよ りも前舌の�ﾅ あると推定する。

 『 靱課語 』における漢字音 とモ ンゴル語音o,�ﾌ 音写関係は以下のように

まとめ られる。

漢 字 音 u。 。 ua(―n,・η,-1) u(・勾) a← η) iε(・n) au uε iuε

3/     4-一'     一 '一.'  6/   7
   '           "

,"  5"     5'  ,              '
'     ,"-    a                .

¥ .   ¥                i
       '

 ,',"

,ニニノ            ,'

モンゴル語音      o         �

      ユ声母1,mと 結合  2声母mと 結合  3声母1と 結合

              4奄iεn 5勺trau 6反 り舌音声母と結合 7雪siuε

4.『 靱課語』モ ンゴル語の特徴

4,1漢 字音写の特徴

● q,Yは 基本的に摩擦音声母x・ によつて音写 され るが、その他 に語頭に現れ

る場合に閉鎖音声母kh・, k・で音写されることがある。 q, Yは 漢字音写 にお

いては区別されないと考えられてきたが、r 鞄繹語 』において閉鎖音声母
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によ つて表 され る場 合 には、有 気音 声母kh-→q,無 気音 声母k・ →Yと い

う区別 がな され る。

● 音節末子音t,k, Y,1が 音写されていない例が多 く見 られる。 この点 は 『元

 朝秘史』、華夷繹語 甲種本、乙種本における音写方法 と異なる。

● 韻母 における音写の例外は文法的な語尾 に多 く見 られる。

<過 去 語 尾 ・be>

 (108)「 覧 了 」 雪 列 担 siue lie pua /sere・be/(文)sere・be

    「到 」 古 児 迫 kuar uai/k�・be/(文)k�-be

<副 動 詞語 尾 うu～う{i>

 (109)「 窺 」失 蛤置 兀者 §、xa製 ・u t§ε/話iYa『担 両e/(文)siya°,Zu izje

    「帯着 」 者 兀墨 t§ε・u⑬ refi��/(文)YJegli"L

〈形動 詞語 尾 ・k�r

 (110)「 天陰 」騰 吉 里 不児 乞克thgηki li pu。r khi幽/teηgiri b伽ki一麺1

                        (文)tngri b�k�麑ii

● 同じ単語が複数の項 目に現れる場合、甲種本,乙 種本 と共通する項 目では甲

種本,乙種本 に近 い表記がなされ、『 鞍鐸語』独 自の項 目では異なる表記が

なされることがある。

(111)「 寒 」 澗 亦 田 khuo・i thiεn/k�iten/(文)k�ten, k豊i撮n〈 甲)澗 亦 田

  「冷 」 奎 團56khuei thuan /kiiit�/(文)k�t�, k�ten

(112)「 粥 」 不 塔 安 pu tha°an /budafianJ(文)budagan (甲)卜 苓 安

  「飯 」 不 塔 pu tha /budaa/(文)budagan (ハ ル ハ)budaa

4.2モ ンゴル語の特徴

● 借用語 に限って用 いられるz音(声 母ts・ によって音写 される)が存在す る。

他 の漢字音写文献でもz音 を音写 したと考え られる例が見 られる。

● モンゴル文語 において母音間に現れるYと 流音 に後続するYに 当たる音

が弱化 してい ることが ある。母音間のYの 弱化 は 『元朝秘史 』、甲種本、

乙種本などでも一般的 に見 られる現象で あるが、流音に続 くYの 弱化はr 

鞄繹語d特 有の もので ある。また、η に続 くYの 鼻音 同化 も 『元朝秘史 』

56甲 種 本 、乙種本 にお ける 「冷」 には別の単語(拙 延jo'en)が 当 て られてい る。
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等では見 られない。

● 語頭のhが 存在する。 これは他の漢字音写文献にお いても同様である。

● モンゴル文語 における音節末のd,gに 当たる音が無声化 している。 これは

 他の漢字音写文献にも共通 して見 られる現象で ある。

● モンゴル文語 においてo,�ﾍ 第一音節にしか現れないが、r 鞘繹語 』では

第二音節以降 にも現れている。 これは他の漢字音写文献 においても同様で

ある。

(113)「 海青 」升蟄 児 §明 避or/善ioqgr/

「伴 當 」 那 可 児 nua kha ar/n��/

(文)singcLur

(甲)升 諮児

(文)n��

(甲)那 可 児

(ノ、ノレノ＼)∫00XΩr

(ハ ノレハ)n��

5.お わ りに

 本稿では、華夷繹語丙種本 『 鞍 澤語』における漢字音写体 系を示す ことに

よって、音写されたモ ンゴル語め特徴 を導き出す ことを試みた。その結果、『 

靱繹語 』における漢字音写方法は、基本的には中世モンゴル語 を表した他の漢

字音写文献 と同 じであ り、表されているモンゴル語 にも大きな差異は見 られな

いということが明 らかになった。 しかし、音節末子音t,k, y,1が しばしば音写

されない点、流音 に後続するYの 弱化や η に後続す るYの 鼻音同化が表 され

ている点、漢語のr化 を用いている点などr 鞄課語dに 特有 の表記も見 られ

た。これ らの表記法か ら、『 鞄繹語 』の漢字音写 はモ ンゴル文字 を介して人工

的に作 りあげられたものではな く、調査者が聞き取 つたモンゴル語音を調査者

自身 の持っている漢字音体系を用いて自然に表 したものであるということが言

えるだ ろう。 このよ うな性格をもつ 『 範繹語』が中世モンゴル語の再構 にお

いて果たす役割は大きいと考えられる。
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Phonology of middle Mongolian in  ‘Da-da yi-yu’

OCHI Sayuri

Abstract

 This paper is concerned with the phones of middle Mongolian transcribed 

by Chinese characters in the glossary Pzla(Da-da yi-yu) d . This text is 

the Mongolian part of the type i1 of the glossaries rUAp aff (Hua-yi yi-yu)J

in which words of Chinese were contrasted with those of some foreign 

languages in Ming and Qing dynasties. P i4 4f a a d was written for 

interpreters to study the Mongolian language. So it is expected that the 

phones of colloquial Mongolian were described more naturally in this text 
than in the other texts.

 In this paper, we reconstructed the phones of middle Mongolian in P4Wia 

A d and revealed the system of transcription using the phones of Chinese in
r---- Alfgffi a° ®sg d written in 1606. Consequently we found the 

following features peculiar to rttC.a p .

(i) t, k, y, 1 at the end of syllables are not transcribed frequently. 

(ii) y preceded by 1, r and 13 is often transcribed by a Chinese consonant

zero(. -a). 

(iii) The phone or of Chinese is used for the transcription of liquids.

 These features show that the author of rtIP.A ~ heard the phones of 

colloquial Mongolian and transcribed them naturally using the phones of his 

own Chinese, not artificially through written Mongolian.

(受理日2004年6月30日 最終原稿受埋 日2004年12月21日)
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